令和８年第６回守山市農業委員会総会議事録

第６回守山市農業委員会総会を市役所２階防災会議室において招集する。
令和８年６月10日
守山市農業委員会
会長　秋山　新治

１　議事日程　　
（1） 開会
（2） 議事録署名委員指名
（3） 提出議案
　　　　議第19号～議第21号
議第19号　　農地法第３条第１項の規定による申請に対　し、許可をすることについて
議第20号　　農地法第４条第１項の規定による申請に対　し、許可をすることについて
議第21号　  農地法第５条第１項の規定による申請に対 し、許可をすることについて
報告第23号～報告第26号
　　報告第23号　　農地法第４条第１項第７号の規定による届出の報告について
　　報告第24号   農地法第５条第１項第６号の規定による届
出の報告について
報告第25号   農地法第３条の３の規定による届出につい
　　　　　　  て
報告第26号   農地法第18条第６項の規定による賃貸借解約通知について

２　出席委員
１　今井　清市　　　２　本城　康吉　　　３杉江　和
４　國枝　敏孝　  　５　木村　喜代子　　６　深尾　円　　　　７　大島　常弘  　  ８　村瀬　伸一郎　　９　岡本　良一　　　10　高橋　謙二　　　11　服部　重信　　　12　辰市　祐洋  　　13　西　直幸　　　　14　大﨑　恭義      15　九重　智子　　　16　千代　博　　　　17　今井　誠二　　　19　寺田　安喜雄 　 20　西村　明弘　　　21　宇野　正　　　　22　中島　耕治　　　23　西村　正秋　　  24　西村　潔　　　　25　山本　麻紀代　　26　秋山　新治 
３　欠席委員
　　　　　　　18番　　西出　登志和委員
　　　　　　　
４　会議に出席した説明員および書記
　　　説明員　　事務局長　武田　雅義
　　　局　員　　参事　　　寺田　篤司
　　　局　員　　専門員　　柿本　勝幸
　　　局　員　　指導員　　岡田　裕次
　　　
　　　　　　　　　　　　　
· 事務局長
　　　本総会は委員総数26名中25名の出席があり出席者数が過半数に達しておりますので、令和８年第６回守山市農業委員会総会は、成立いたしますことをご報告申し上げます。
　　　　　　　（開会　午後２時00分）


· 議　長
　　　それでは、令和８年第６回守山市農業委員会総会をこれより開会します。
　　　議事に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。
　　　本総会の提出案件は、許可案件３件、報告案件４件の合計７件でございます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いいたします。
　　　続いて、現地確認者は各地区の担当委員および今月の現地確認当番であります●●　●●委員と●●　●●委員です。
次に、会議録署名委員の指名を行います。
　　会議録署名委員は、会議規則第１８条第２項の規定により、23番　西村　正秋　委員　
24番  西村　潔　委員
を指名いたします。


〇議　長
　　　それでは議題にはいります。議第19号を議題といたします。書記に議件の朗読をいたさせます。
· 書　記　
朗読いたします。議第19号　農地法第３条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて
以上です。
〇議　長
　　　事務局より提案理由の説明をいたさせます。
〇事務局　　（会議規則第９条議案の説明）
　　　ただいま議題となりました議第19号の提案理由をご説明申し上げます。
議案書１ページ、位置図はPDFの２ページからとなります。
これは、農地のままでの権利移動を行うことについての許可案件でございまして、本委員会の決定を求めるものでございます。
今月は、３件でございます。

１番の案件です。（位置図　3/33）
土地の所在地は、○○町　〇○○　○○○○番　849平方メートルの畑です。
譲渡人は、○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、○○町○○○○番地　株式会社○○○○　代表取締役　○○　○○さんです。
契約内容は売買。事由は事由欄に記載のとおりです。
なお、譲受人であります株式会社○○○○につきましては、新たな農地所有適格法人として、本年３月５日に設立されたところでありまして、現在の経営面積としては、０アールとなっておりますが、この１番の案件以降の案件で、農地を取得して、ハーブ栽培を中心に、鋭意営農に取り組まれる予定です。通作距離につきましては、0.2キロメートルです。

　２番の案件です。（位置図　4/33）
土地の所在地は、○○町　〇○○　○○○○番〇　1,172平方メートルの田、同じく○○○○番〇　569平方メートルの田、および○○○○番　1,740平方メートルの田、現況は、いずれも畑で、３筆合計で3,481平方メートルです。
譲渡人は、○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳。譲受人および、契約内容、事由につきましては、１番の案件と同様ですが、通作距離については、0.6キロメートルです。

　３番の案件です。（位置図　5/33）
土地の所在地は、○○町　〇○○　○○○○番　601平方メートルの田、現況は畑です。
譲渡人は、○○町○○○○番地の〇　○○　○○さん　○○歳。譲受人、契約内容、事由につきましては、１番、２番の案件と同様です。
　　以上の案件につきましては、農地法第３条第２項第１号から第６号までの各要件に該当または抵触しませんので、許可相当と考えます。
以上で、議第19号の提案理由の説明を終わります。
○議　長　
それでは、質疑に入る前に当該地の担当委員から、確認　　　状況を報告いただきます。
　　　1番から３番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　　事務局より説明がありました１番の案件ですが、譲受人はこの農地でハーブを耕作される予定です。２番の案件ですが、ハウス栽培をされている農地で親子間の売買です。３番の案件ですが、譲受人が耕作されている農地です。いずれも特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
〇議　長　
　　　ありがとうございました。
· 議　長　
それでは質疑を行います。質疑はありませんか。
　　（会議規則第１０条発言）　「なし」の声あり
○議　長　　（会議規則第１７条第２項 簡易採決）
　　　ないようでありますので、質疑を終結し、直ちに採決を
　　いたします。本件については、許可相当とすることに、ご異議ありませんか。
（会議規則第１０条発言）　　「異議なし」の声あり
○議　長
　　　ご異議なしと認めます。よって、本件は、許可相当とすることに決しました。

○議　長　（会議規則第７条議題の宣言）
　　　次に、議第20号を議題といたします。書記に議件の朗読をいたさせます。
· 書　記　
朗読いたします。議第20号　農地法第４条第1項の規定による申請に対し、許可をすることについて
以上です。
· 議　長　
　　　事務局より提案理由の説明をいたさせます。
· 事務局　　（会議規則第９条議案の説明）
　　　ただいま議題となりました議第20号の提案理由をご説　明申し上げます。議案書は２ページ、位置図はPDF資料の６ページからとなります。
こちらは転用を目的とする権利移動の伴わない自己転用
　　の案件でございまして、本委員会の決定を求めるものでございます。
今月は１件でございます。

１番の案件です。（位置図　7～8／33）
申請地は、○○町　〇　○○○○番〇　340.78平方メートルの内62.31平方メートルで、地目は畑ですが現況は宅地となっています。申請人は、○○町○○○○番地　○○○○さん　○○歳。転用の事由は農業用倉庫で、昭和50年頃に建築が行われたということで、新たな工事があるものではありません。なお、残りの278㎡余りの部分は、このあと議第21号１番で説明いたしますが住宅の建築をされるものです。
立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連　　たんしている区域内であることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等に問題はなく　　農地法第４条第６項各号に該当しないため、許可相当と考えます。
以上、議第20号の提案理由の説明を終わります。
○議　長　
それでは、質疑に入る前に当該地の担当委員から、確認状況を報告いただきます。
この案件は、私の担当区域になりますので報告いたします。
〇●番　●●　●●委員
　　ただいま説明がありました案件については、現状農業用倉庫が建っており、○○でされた地籍調査の結果、畑ということで、今般申請をされるものです。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
○議　長　
続いて、今月の輪番の当番委員の方、何か補足することはございませんか。
· 当番委員（●●　●●委員）
　　　ただいま説明がありました案件については、特に問題ありません。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
〇議　長
　　　それでは質疑を行います。質疑はありませんか。
　　　（会議規則第１０条発言）　「なし」の声あり
○議　長　　（会議規則第１７条第２項 簡易採決）
　　　ないようでありますので、質疑を終結し、直ちに採決を
　　いたします。本件は、許可相当とすることに、ご異議ありませんか。
（会議規則第１０条発言）　　「異議なし」の声あり
○議　長
　　　ご異議なしと認めます。よって、本件は、許可相当とすることに決しました。

○議　長　（会議規則第７条議題の宣言）
　　　次に、議第21号を議題といたします。書記に議件の朗読をいたさせます。
· 書　記　
朗読いたします。議第21号　農地法第５条第1項の規定による申請に対し、許可をすることについて
以上です。
· 議　長　
　　　事務局より提案理由の説明をいたさせます。
· 事務局　　（会議規則第９条議案の説明）
　　　ただいま議題となりました議第21の提案理由をご説明申し上げます。議案書は３ページ、位置図はPDFの９ページからとなります。
こちらは転用を目的とする権利の設定・移転等の案件でございまして、本委員会の決定を求めるものでございます。
今月は７件でございます。

１番の案件です。（位置図　10～11/33）
申請地は、○○町　〇　○○○○番〇　340.78平方メートルのうち278.47平方メートルの畑です。譲渡人は、○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、○○　〇丁目〇番○○　○○○○○○○○○○　〇○○号　○○　○○さん　○○歳、○○　○○さん　○○歳です。親と子夫婦です。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は使用貸借。転用の事由は専用住宅です。申請地は、○○町地区地区計画区域内で開発許可に該当します。
　　　立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連たんしている区域内であることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等にも問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。

２番の案件です。（位置図　12～13/33）
申請地は、○○町　○○○　〇○○番　167平方メートルの畑、同じく　〇○○番〇　97平方メートルの畑、同じく〇○○番〇　19平方メートルの畑で、３筆合計で283平方メートルです。譲渡人は、○○　〇丁目○○番○○号　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、○○町〇○○番地〇　○○○○株式会社　代表取締役　○○　○○さんです。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は売買。転用の事由は自動車修理工場です。○○町の現在の土地、建物が借地・借家であるうえ、老朽化も激しいとのことから、申請地に移転を計画されているものです。隣接する宅地もとりこんで、約1,000平方メートルの開発許可案件となります。
立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連たんしている区域内であることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等に問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。

３番の案件です。（位置図　14～15/33）
申請地は、○○町　○○　○○○○番　313平方メートルの畑です。譲渡人は、○○町○○○○番地の〇　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、○○　〇丁目〇番〇号　○○○○株式会社　代表取締役　○○　○○さんです。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおり　で、契約内容は売買。転用の事由は駐車場ということで、従業員の車両や会社で使用する軽トラックなど９台を駐車予定とのことです。
　　　立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連たんしている区域内であることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等にも問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。

４番の案件です。（位置図　16～17/33）
　　　申請地は、○○町　○○○○　○○○○番　111平方メートルの畑で譲渡人は、○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳、同じく○○○○番　165平方メートルの畑で現況は雑種地、譲渡人は、○○町○○○○番地の〇　○○　○○さん　○○歳。２筆合計で276平方メートルです。譲受人は、○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳、○○　○○さん　○○歳です。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は売買。転用の事由は分化住宅です。申請地のうち○○○○番については、以前は小屋が建っていて雑種地化していることから、無断転用是正案件となります。また本件は開発許可に該当します。
　　　立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連たんしている区域内であることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等にも問題はな　く農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。

５番の案件です。（位置図　18～19/33）
申請地は、○○町　○○○　○○○○番　286平方メートルの畑で、譲渡人は○○町○○○○番地　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、○○町○○○○番地〇　特定非営利活動法人　○○○○○　理事長　○○　○○さんです。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は売買。転用の事由は駐車場です。法人が運営する保育所の従業員駐車場として８台の計画です。ちなみに○○○○○は、昨年の６月に南側にある畑を駐車場用地として取得されましたが、地権者が隣の宅地も一緒に売ってよいとの心がわりをされたことをきっかけに、土地の利用計画を見なおしている途中で、工事も完了していないとのことから、その土地の代わりに申請地を利用したい、との理由によるものです。
立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連たんしている区域内であることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等にも問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。

６番の案件です。（位置図　20～21/33）
申請地は、○○町　○○　〇○○番　91平方メートルの畑で現況は宅地、同じく〇○○番〇　257平方メートルの畑、２筆合計で348平方メートルです。譲渡人は、○○町○○○〇番地の〇　○○　○○さん　○○歳。譲受人は、野洲市〇○○　○○○○番地　○○○○○○○○　〇○○号　○○　○○　さん　○○歳です。お二人は親子です。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は使用貸借。転用の事由は専用住宅です。○○町地区地区計画区域内で、開発許可に該当します。〇○○番の土地は以前に農業用倉庫の届出済みです。
　　　立地基準の判断については、集落内であり、住宅等が連たんしている区域内であることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等にも問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。

７番の案件です。（位置図　22～24/33）
申請地は、○○町　〇○○　〇○○番〇　1,195平方メートルの田ほか14筆、合計で10,632平方メートルです。譲渡人は○○町〇○○番地の〇　○○　○○さん　○○歳、他11名の方で記載のとおりです。譲受人は、大津市○○　〇丁目〇番〇号　株式会社○○　代表取締役　○○　○○さんです。
譲渡人が、土地を取得した時期および原因は記載のとおりで、契約内容は売買。転用の事由は28区画の分譲住宅地です。申請地は、○○町地区地区計画区域内であるため、住宅敷地のみの造成が例外的に可能となります。計画によりますと申請地内に約2,020平方メートルの調整池を設置するとともに、公園や道路を配置されます。周囲には農地や水路がありますが、L型擁壁や調整池の構造物で囲み、影響が及ばない構造となっています。開発許可に該当する案件で都市計画法に基づく手続き中となります。また3,000平方メートルを超える転用案件ですので、来る６月19日の滋賀県農業会議常設審議委員会に諮問することになっております。
立地基準の判断については、水管等２種類以上の埋設がある道路の沿道で500ｍ以内に２以上の公共施設（○○○○○〇、○○○○○○）があることから、第３種農地となります。
一般基準についても、周辺農地への影響等にも問題はなく農地法第５条第２項各号に該当しないため、許可相当と考えます。
以上、議第21号の提案理由の説明を終わります。
○議　長　
それでは、質疑に入る前に当該地の担当委員から、確認状況を報告いただきます。
１番の案件は、私の担当区域になりますので報告いたします。
〇●番　●●　●●委員
　　ただいま説明がありました1番は、先程の４条の関連案件で、息子さんのお家を建てられるということで親子間の使用貸借になります。隣接の農地の所有者にも了解を得られており、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
〇議　長
　　　続いて、２番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　　ただいま説明がありました２番の案件は、位置図のとおり川沿いの農地ですが、農地として利用されておられず、今回宅地部分と合わせて自動車修理工場を建築されるものです。近隣に農地もなく特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程よろしくお願いいたします。
〇議　長
続いて、３番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　　ただいま説明がありました３番の案件は、近隣農地への影響もなく特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程よろしくお願いいたします。
〇議　長
続いて、４番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　　ただいま説明がありました４番の案件は、隣のビニールハウスの耕作者と話ができており、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程よろしくお願いいたします。
〇議　長
[bookmark: _GoBack]続いて、５番の案件を●●　●●委員にお願いします。
〇●番　●●　●●委員
　　　ただいま説明がありました５番の案件は、譲受人が経営する施設の職員用の駐車場ということで、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程よろしくお願いいたします。
〇議　長
続いて、６番と７番の案件を●●　●●委員にお願いし　　ます。
〇●番　●●　●●委員
　　　ただいま説明がありました６番と７番の案件は、特に問題はないと考えます。
　　　ご審議の程よろしくお願いいたします。
○議　長　
　　　ありがとうございました。
○議　長　
続いて、今月の輪番の当番委員の方、何か補足することはございませんか。
· 当番委員（●●　●●委員）
　　　ただいま説明がありました７件の案件については、５月25日に現地確認をしました。特に問題ありません。
　　　ご審議の程、よろしくお願いします。
〇議　長
　　　それでは質疑を行います。質疑はありませんか。
　　　（会議規則第１０条発言）　「あり」の声あり
○●番　●●　●●委員
　　　７番の案件ですが、今回転用される農地と○○○○○○○さんとの間に挟まれた農地は問題ないのでしょうか。
○事務局
　　　この農地は、調整池との境目ですので、開発地側から農地へ水が出ないようにされます。所有者の意向などもあると思われ、１筆だけ農地として残ることにはなりますが、許可上特に問題はないと考えます。
○●番　●●　●●委員
　　　地区計画の範囲は、位置図のどこになりますか。
○事務局
　　　位置図では、今程の農地の右側（東側）の水路までです。水路を挟んで東側が工業系で西側が住宅系となります。
○●番　●●　●●委員
　　　この農地は、地区計画で住宅系となっているが残るということですね。
○事務局
　　　諸事情により農地として残ることは、やむを得ないと思います。この農地についても地区計画区域内ですので将来的に申請があれば許可ができることになります。
○議　長　　（会議規則第１７条第２項 簡易採決）
ほかにありませんか。ないようでありますので、質疑を　終結し、直ちに採決をいたします。本件は、許可相当とすることに、ご異議ありませんか。
（会議規則第１０条発言）　「異議なし」の声あり
○議　長
　　　ご異議なしと認めます。よって、本件は、許可相当とすることに決しました。

○議　長
　　　次に、報告事項に入ります。
　　　報告第23号から第26号までを、一括して書記に報告いたさせます。
· 書　記　
　　　報告いたします。
報告第23号　農地法第４条第１項第７号の規定による届出の報告について
４件の届出です。内容については記載の通りです。
報告第24号　農地法第５条第１項第６号の規定による届出の報告について
３件の届出です。内容については記載の通りです。　　　　　　
報告第25号　農地法第３条の３の規定による届出について
６件の届出です。内容については記載の通りです。
報告第26号　農地法第18条第６項の規定による賃貸借
解約通知について
12件の通知です。内容については記載の通りです。
  　　　以上です。
· 議　長　　
　　　　ご苦労様でした。以上で報告を終わります。
　　　　報告ですが、何か質問はありませんか。
　　　　　　　　　　　「あり」の声あり
○●番　●●　●●委員
報告第25号の２番ですが、自作の継続となっていますが、相続された農地が既に売買されることになり疑問を感じているところです。
○議　長
　　　　ほかにありませんか。
「なし」の声あり
〇議　長
これを持って、本日の議事日程及び本総会に付議された案件の審議は全て、終了いたしました。
　　　　各議案について、慎重にご審議を賜り、ここに無事終了致しましたことを、心からお礼申し上げます。
これにて、総会を閉会致します。
　　　（閉会　午後３時10分）　　　
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令和８年６月25日 
守山市農業委員会 
会長　秋山　新治
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